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○結果報告（5年）

新体力テスト結果分析①

○体力向上プロジェ

クトの成果・課題

体
育
科
で
の
実
践

日
常
生
活

体
力
向
上
の
ス
テ
ッ
プ

■取組 体力テストの実施
（全学年全種目）
■検証 ５月～６月実施
■目標 全道平均以上
●結果（数値）
●改善（内容・方法）

体育指導（通年）R４～50m走

学年・学級での体育
学習カードの記入・振り返り

健康チェック・水分補給・熱中症対策のための水筒持参・手洗い・換気・消毒等（通年）

全学年新体
力テスト結
果の記録化
と結果分析

本校特徴と
全国と比較
学校の課題
提示→体力
向上プロ
ジェクト作
成

○新体力テスト

全学年実施

中休み・昼休みの体力づくり
なわとび など５月 外遊びの奨励

○体力向上

プロジェクト実施

体力向上プロジェクト
の成果と課題
・成果
・課題
（成果・課題を見取
れる体力テストなど
の種目を再度実施す
るとPDCAサイク
ルの確立になる）

・改善に向けた取組
次年度につなげる

体育の授業
・体力づくり改善

実施
体力向上
プロジェクト

実践

時間走記録会に向けて

【体の柔らかさ】

・体の各種の柔軟性を高めます。

・動的な動き，静的な動きの両方の柔軟
性を高める運動をし，取り組みます。

体
育
科
の
「
体
つ
く
り
運
動
」

か
ら
体
力
向
上
の
ポ
イ
ン
ト

【動きを持続する能力】

・時間やコースの工夫を取り入れ，いつ
の間に走れるようにします
・走運動以外でも持久力を高める運動に
取り組みます。

【巧みな動き】

・バランス，タイミング，リズム，から
だの調節が必要な運動に取り組みます。
・用具を使ったり，運動を組み合わせた
りします。

【力強い動き】

・腕の力，腰を落とす，足で踏ん張るな
ど，体全体の筋力を使うようにします。
・人や物の重さを利用して，持ち上げた
り運んだりします。

【授業の中で】

・姿勢，用具，負荷を変えて動きを工夫
します。
・友達と交流して動きのコツを見つけま
す。

【体育科の他領域や体力づくりの中で】

・体育科の「体つくり運動」で学習した
運動を準備運動などで取り組んでみます

・体力づくりでも運動を実践します。

【休み時間や家庭学習等の中で】

・体育科の「体つくり運動」（体ほぐし
の運動も含む）で学習した運動をゲーム
化，簡易化して休み時間をみんなで遊ん
だり家庭で取り組んだりします。

【ステップ１】
新体力テスト実施と分析

・新体力テストを全学年実施します。

・新体力テストの結果を分析して，体
力の課題を明らかにします。

（全学年１～６年生実施：５，６月）
（分析は，７月中に行うこととする）

【ステップ２】
体力向上策の計画

・課題を意識した体育科授業の改善

☆体育科「体つくり運動」の授業

☆体育科の他の運動領域，ｳｫｰﾐﾝｸﾞｱｯﾌﾟ

☆「体力づくり」や休み時間の活用

【ステップ３】
授業改善の実施

・児童の考えや思いをつなげ，主体的
に取り組めるようにします。

・児童の体の動きの高まりを実感でき
るようにします。

【ステップ４】
学びの活用

・単元の学びを，体育科の「体つくり

運動」の他の領域や他の運動領域，

授業以外の場面につなげます。

課題については次年度につなげます。

１１月
外遊び奨励

課
題
の
数
値
チ
ェ
ッ
ク

体力向上P改
善

課題の数値チェック（１０月）

・中間で，課題数値のみチェックし，ど
れぐらい向上したかを確認します。
子どもたちの向上度も数値化し，体力向
上プロジェクトの取組内容を見直します。


